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気泡､温度とも高くなり､細菌の増え方も活発になる時期ですo食べる前はていね

いに石けんで手を洗いましょう｡

歯の衛生週間にちなんで､すカルシウムの多い｢ひじき｣を使用したり､よくかんで
食べる食品を使用しています｡
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て体にとり入れています.よくかんで食べ
.iき　IZ)　げALlう　　　　　　　い如亨　　ふたん

ないとだ液の量が河少したり､胃腸に負担
すこ

をかけたりしてしまいます｡かむことを少
II L魯

し意識してみましょう｡

( -:-ilAii-曽

奄d.すぎ壷,_

G=
r力むことjには　わ来し六ちの体f　よい効果力六<さんあります　例えば　六液力たく

'で　h　　　　　　　　　　　　之　　もD)　　ま　　　　　あ　　いうかき■うし●う　　　　　　　　　　　　　くち　　なか　　さんせい

さん出ることによって食べ物と混ざり合い漸ヒ吸収をよくしたり､ロの中を軽性からもとの
ヒム弓とtl　もと　　　　　　　は　上はう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーと　　もの　あと　め与　とど　　　　　　　　　　といせつ

状態に戻してむし歯予防になったりします｡また､食べ物の噂を脳に届けるためにも大切で
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